






































定める機能をはたしていた（Ibarra2008, p. 13，Guerrero2000, pp. 93–96）。そして，1830年のエクアド
ル共和国成立を経た 19世紀前半でも，先住民税による先住民という規定は同様の役割を担っていた。
しかし，1857年に先住民税が廃止されると，先住民というアイデンティティが立脚する法的基盤がか




























… .われわれすべては国民文化の目標を受け入れる時に，白人になるのだ」と述べた（Silva 1995，p. 
17，Roitman2009, pp. 102–103，大貫 1984, pp. 306–307）。またそれゆえ，「同時代の文化的・社会的動態
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は，主として，支配的な同質的中心への従属的・周縁的異質性の文化変容および同化の問題となった」




























（Roitman, 2009, p. 56）（注 7）。このようなハイブリッド性（混成性）としてのメスティサへは，国民国家
における多様性を許容するのではなく，むしろ複数文化・複数民族の同質化を促す力となり，そうした
















































































て「客体としての先住民からエスニックな市民へ」（De sujetos indios a ciudadanos étnicos）の転換が
生じていったという見解（Guerrero2000, pp.105–109）が説得力をもつ。しかも先住民組織は，先住民






































































　1990年代半ばから先住民運動は，「多様性のなかの統一」（Unidad en la diversidad）というスローガ






























・先住民文化学術研究所 ICCI（Instituto Científico de Culturas Indígenas）（1986年設立）
・異文化間二言語教育局 DINEIB（Dirección Nacional de Educación Intercultural Bilingüe）（教育文化
省内に設置され，1988年より先住民への二言語教育を中心とする「異文化間二言語教育」（EBI）を開
始）
・エクアドル先住民開発審議会 CONDENPE（Consejo de Desarrollo de las nacionalidades y pueblos del 
Ecuador）（1998年設立，大統領府に所属する政府機関）




フロ系エクアドル開発審議会 CODAE（Corporación de Desarrollo Afroecuatoriano，大統領府に所属す
る政府機関）を設立し，市民的および集団的諸権利を推進している。そして，CONDENPEと
CODAE，つまり先住民とアフロ系の相互協力で，1998年にはエクアドル先住民・アフロ系開発プロジ





















的変数を公式統計に導入する試みは，まず 1990年の人口センサスで「家庭で使う言語（el idioma que 












































































































（ 2） 上記注 1の状況にもかかわらず，多くの場合，メスティサヘにおいてアフロ系住民は「見えざる
存在」となってきた。
（ 3） アフロ系住民とその運動については，とりあえず 新木 2009b を参照。
（ 4） スペイン語の原語では「tributo de indios」（Guerrero2000）および「tributo indígena」（Ibarra1998）
という 2つの表記が使われている。










（ 8） 最初の先住民組織となったのは，1944年に設立されたエクアドル先住民連盟（Federación 
Ecuatoriana de Indios）である。
（ 9） CONAIEについては，［新木 2004］ を参照。
（10） パチャクティック運動については，アンデス諸国に出現してきたエスニック政党（ないし先住民
政党）の範疇に含めた研究が行なわれている。詳細は ［Van Cott 2005］ を参照。















（16） 先住民の二言語教育については，［新木 2009d］ を参照。
（17） 2001年の人口センサスに関する分析は，［Guerrero 2005］ と ［León 2003］ を参照。
（18） ス ペ イ ン 語 に よ る 質 問 は 次 の と お り で あ る。¿Cómo se considera: Indígena, Negro 
（Afroecuatoriano）, Mestizo, Mulato, Blanco u Otro?
（19） スペイン語による質問は次のとおりである。¿A qué Nacionalidad Indígena o Pueblo Indígena 
pertenece?
（20） CONAIEは，先住民の総数を 311万 1900名（全人口の 25.6％）と推計している。
（21） ［CONEPIA 2008］ に よ れ ば，Institucionar la producción de información estadística diferenciada 
en el Ecuador y estimular el empoderamiento de la autoidetificación de los pueblos indígenas y 
afroecuatorianos と表現されている。
（22） 新たなスペイン語名は次のとおりである。Comisión Nacional de Estadísticas para los Pueblos 
Indígena, Afroecuatoriano y Montubio
（23） スペイン語による質問は次のとおりである。¿Cómo se identifica（.....） según su cultura y 
costumbres: Indígena, Afroecuatoriano/a o Afrodescendientes, Negro/a, Mulato/a,  Montubio/a, 
Mestizo/a, Blanco/a u Otro/a?  なお，日本語訳には表れないが，それぞれの名詞には女性形語尾も併
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記されてジェンダーへの配慮がなされている。
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